
事業の進捗状況（R5年3月現在）

どのような目的を達成するための事業か

事業概要 事業位置

令和

5
年度

よ く わ か る 公 共 事 業

・歩行者や自転車の安全な通行を確保するため

施策３：歩行者・自転車の安全な移動空間の整備

所在地：大泉町東小泉
路線名：一般県道 綿貫篠塚線
事業内容： 電線共同溝 延長 ９００m
全体事業費：約７億円
事業期間：令和元年度～令和７年度（７年間）
現在の交通量（H27）：14,760台/日（自動車）

４８人/日（歩行者）
１５４台/日（自転車）

地元

の声

実施前 実施後

成果を示す項目 実施前

交通事故件数 5.8件/年(事業前５年間平均)

電柱倒壊のおそれ あり

事業開始 事業完了

事業のすすみ具合

実施後（目標）

0件

なし

今、何をしているか

令和5年度は、南側の残本体工事と北側の本体工
事を一部実施する予定です。

・高崎市と邑楽町を結ぶ幹線道路。災害時も通れるようにしてほしい。（地元住民）
・狭い歩道のなかに電柱があるため、歩きづらい。（沿線住民）

実施前の状況 実施後の状況（イメージ）

計画区間
９００ｍ

令和４年度工事実施箇所

小
泉
町
駅

西
小
泉
駅

東
小
泉
町
駅

道路上の電柱が無くなり、歩行者や自転車の
安全な通行空間が確保されるとともに、災害
時の安全な通行が確保されます。

電柱が歩行者の通行を阻害し、歩きにくい状
況です。また、災害時に電柱が倒壊し、道
路を寸断するおそれがあります。

計画区間 L=900m

本体工事施工済

令和5年度工事
実施予定箇所
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